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論文内容の要旨
本論においては、再帰的近代社会において、文化の視点から再帰性の働きの変化と関連して、市場と公共性の変化
を論じた。
現代社会においては、合理的、科学的といわれるものを含めて、あらゆる事象について、その背後に文化や価値観
を伴ったものと自覚し、徹底して聞い直すことが求められている。再帰性をもそれ自身にまで及んで追求することで、
新しい概念図式、それを反映し、再帰的に創造される今後の社会が聞かれる。我々は、概念図式が揺らぐような事象
に出会うことで、あるいはそれを発見することで、揺らぎを含んだ再帰の中に身を置き、文化と概念図式という、果
てしない再帰的循環に向かっている途上にあるといっていいだろう。
公的・私的の区別や市場の定義が、現代社会において揺らいでいることに始まり、社会の再帰性が進むにつれて、
市場と公共性の概念も変化していることを取り上げる。市場はその文化を反映し、文化も市場から再帰的に影響を受
ける。文化はまた、公共性の性格を変えていくものであると同時に、公共性の変化は文化の変化へと結び、つく。この
再帰的な循環によって、市場も公共性も変わり行くプロセスであることに注目した。また、ギデンズが近代は最初か
ら循環を含んでいたことを認識することで、近代への働きかけが可能であると考えたのと同様に、市場と公共性も聞
かれたプロセスであり、その再帰性を自覚することで、我々からの働きかけが可能だと、楽観視できるのではなかろ
うかと論じている。
地球環境問題や IT 空間など、新しい市場と公共性を取り上げ、現代社会において、市場と公共性の交わるところ
は、文化で、文化を介して、市場と公共性は、互いに他を再定義しあい、新たなる関係性を求めて更新されていくと
論じた。伝統社会では、繰り返しの再帰的循環の中で市場と公共性はアゴラで両立、近代社会では、合理性へ向けて
の螺旋状の再帰的働きの中で市場と公共性は各々独立に最適化、再帰的近代社会においては、変革へ向けての螺旋状
の再帰的働きの中で市場と公共性は可塑的で重なり合い、未来社会では、再帰性がより加速し市場と公共性の境界が
より暖昧でときには逆転、祭りのようにその場限りとなる可能性もあると論じている。
新たな再帰性が誕生し、徹底化が進む現代社会において、社会や文化を反映した市場と公共性の再帰的循環は続き、
その境界がし、ずれ虚構としてなくなるのではなし、かと結んだ。
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論文審査の結果の要旨
本博士論文は再帰的近代社会において、文化の視点から再帰性の働きの変化と関連して、市場と公共性の変化を論
じたものであり、次の章から構成されている。
まず第一章では現代社会においては、合理的、科学的といわれるものを含めて、あらゆる事象について、その背後
に文化や価値観を伴ったものと自覚し、徹底して問い直すこと求められていることを論じた。再帰性をもそれ自身に
まで及んで追求することで、新しい概念図式、それを反映し、再帰的に創造される今後の社会が聞かれる。我々は、
概念図式が揺らぐような事象に出会うことで、あるいはそれを発見することで、揺らぎを含んだ再帰の中に身を置き、
文化と概念図式としづ、果てしない再帰的循環に向かっている途上にあると論じた。第二章では、再帰的近代化の時
間的広がりや空間的広がりについて論じ、近代において再帰的に形成される自己アイデンティティや、非比西欧社会
において伝統的に再帰的なアイデンティティなど、さまざま文化を反映した再帰的近代化を論じた。
これらの議論を受けて、第三章では、アゴラに始まる公的・私的の区別や市場の定義が、現代社会において揺らい
でいることに始まり、社会の再帰性が進むにつれて、市場と公共性の概念も変化していることを取り上げた。市場は
その文化を反映し、文化も市場から再帰的に影響を受ける。文化はまた、公共性の性格を変えていくものであると同
時に、公共性の変化は文化の変化へと結びつく。この再帰的な循環によって、市場も公共性も変わり行くプロセスで
あることに注目した。ギデンズが近代は最初から循環を含んでいたことを認識することで近代への働きかけが可能で
あると考えたのと同様に、市場と公共性も聞かれたプロセスであり、再帰性を自覚することで、我々からの働きかけ
が可能だと、楽観視した。再帰性の働きと市場と公共性を関連づけて論じるならば、伝統社会では、繰り返しの再帰
的循環の中で市場と公共性はアゴラで両立、近代社会では、合理性へ向けての螺旋状の再帰的働きの中で市場と公共
性は各々独立に最適化、再帰的近代社会においては、変革へ向けての螺旋状の再帰的働きの中で市場と公共性は可塑
的で重なり合い、未来社会では、再帰性がより加速し市場と公共性の境界がより暖昧でときには逆転、祭りのように
その場限りとなる可能性もあると論じている。
第四章、第五章は、市場と公共性の再帰的循環について、地球環境問題や IT 空間など、新しい市場と公共性を取
り上げ、実証分析をおこなった。クロス集計に加えて、重回帰分析や判別分析を用いて、現在地球環境を重視する人
が時間を超えた利益を考えていることや、エネルギー、環境、経済の調和が可能であると考える人が市場原理によっ
て、自らの働きかけで講和をはかつていこうとしていることを明らかにした。また、 IT 空間は、自己関与が間われる
市場にも公共空間にもなりうる自律的で両義的な空間であること、 IT 空間の再帰性に対する認識も、 IT に積極的な
人を中心に広がっていることも明らかになった。
再帰的近代社会である現代社会において、文化を介して、市場と公共性は互いに他を再定義しあい、新たなる関係
性を求めて更新されてし、く。新たな再帰性が誕生し、徹底化が進む現代社会において、社会や文化を反映した市場と
公共性の再帰的循環は続き、市場と公共性も西欧的な二分法を引きずっていて、その境界がいずれ虚構としてなくな
るのではなし、かと結んだ。
以上の構成をもっ論文であるが、今後は、先行研究との違いをより明確にして独自性をはっきりさせること、再帰
性概念を用いて直感的に論じているところもあるので、理念型と現実に使用されている概念とを区別して、より徴密
に論じていくこと等により、政策提言も含めて、より優れた研究になっていくことを期待している。
審査委員会は一致して提出された論文は博士(国際公共政策)の学位を授与するに値すると認定した。
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